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物流BWG 設立趣旨

 物流業界

・コロナ禍で企業の生産は落ち込んだが、巣ごもり需要の増加等を背景に、宅配戸数の取り扱いは

大幅に増加。一方で物流に従事する作業者は減少。高齢化も進展し、人手不足が深刻化。

・トラックドライバーにも時間外労働の上限規制が適用される“2024年問題”が目前に迫っている。

・物流業務における効率化、自動化は喫緊の課題。

 市場

・物流事業者（倉庫・運輸・3PL）はもちろん、製造業（資材・製品）、卸売業の庫内業務まで、

モノの流れに関する業務全般。

 高付加価値なサービス提供

・BWG参加企業の得意技を組み合わせ、上記課題課題解決への取り組みと、新しいサービスの創出を目指し、

物流の社会地位向上を実現する。（ロボット・AIの活用などによるDX推進）

 IBMとのかかわり

IBMテクノロジーと連携して動作する業務アプリケーションや情報基盤ソリューションを

お持ちの企業様と弊社がつながり、双方の技術や強みを活かしながら、ここから生まれる

コラボレーション価値



BAC大阪 物流BWG

▶活動方針

モノの流れには必要不可欠な物流エリアに対して、BWG参加企業の得意技を
組み合わせ、物流課題の解決（労働力減少、2024年問題など）への取り組みと
新しいサービスの創出を目指し、物流の社会的地位向上を実現する。
（ロボット・AIの活用などによるDX推進）

現在のご参加企業：１4社（早速のご賛同ありがとうございます）

▶今後の活動
・月一回程度のWebミーティング
・不定期の懇親会
・各社の得意技の紹介
・他BWGへのアプローチ（物流は、物流業だけに限ったことではない！）
・上記を踏まえ、外部への情報発信（セミナーなど）


